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はじめに — 本書の目的と対象読者

売上は伸びているのに手元に現金が残らない原因となる隠れコスト（決済手数料・送料負担・梱包資材・広告費・返品率）を可視化し、チャネル別の限界利益と損益分岐販売数を即座に算出する実用書＆計算機。

日々の業務で扱うCSVやTSV、売上台帳、在庫リスト、請求・経費の集計表は、複数のシステムや担当者の手を経るうちに少しずつ形式が崩れていきます。先頭ゼロが消えた商品コード、全角と半角が混在した数量、カンマや通貨記号が入った金額欄、2026/10/27 と 2026-10-27 が混じる日付列、そして目視では気づきにくい主キーの重複や単価×数量の計算不一致。これらを毎月の締め日やデータ取り込みの直前に手作業で直していると、確認作業だけで数時間が消え、修正漏れによる手戻りが発生します。

本書は、現場の実務担当者が「手作業での目視確認」から脱却し、定型ルールに基づく即時検品とクレンジングの仕組みを自分の手元に持つことを目的に執筆されました。

本書の3つの特徴


	実務で頻発するデータ不整合パターンを体系化



現場で実際に起きる入力ミス・変換事故・集計ズレを原因別に整理し、どの順序で検査・正規化すべきかを具体的な手順として解説しています。


	ブラウザだけで完結する単一HTMLワークベンチとの連動



社内規定で新しいソフトウェアをインストールしづらい環境でも、ローカルのWebブラウザで開くだけで使える単一HTML形式の検品・集計計算機（ec_margin_workbench.html）の設計と活用法を収録しています。外部通信を一切行わず、手元のPC内だけで安全にデータを検証できます。


	Python標準ライブラリだけで動くCLIツールの完全解説



外部パッケージの追加導入を必要とせず、OS標準のPython環境だけでそのまま動くコマンドライン検品スクリプト（ec_margin_cli.py）の実装と定時バッチへの組み込み方を詳しく紹介しています。

対象とする読者


	毎月の売上・在庫・請求・勤怠・予算データの集計と突合に時間を取られている実務担当者・経理担当者

	取引先や外部システムから受け取るCSVデータの表記揺れ・フォーマット崩れに悩んでいるEC運営者・バックオフィス責任者

	属人化したスプレッドシートの手作業修正を、再現性のある検品ルールと軽量ツールに置き換えたいエンジニア・業務改善担当者



本書の第1章から順に読み進めることで、データ品質を守る原則から具体的なツール運用、さらに部門別の実践レシピまでを一気通貫で習得できます。すぐに手元のデータを検査したい方は、第3章または第4章から読み始めていただいても構いません。


第1章 表面粗利と実質手取り利益の決定的な違い

本章の焦点：プラットフォーム手数料と固定費配賦の落とし穴



1.1 実務における課題の整理と設計方針

売上は伸びているのに手元に現金が残らない原因となる隠れコスト（決済手数料・送料負担・梱包資材・広告費・返品率）を可視化し、チャネル別の限界利益と損益分岐販売数を即座に算出する実用書＆計算機。

現場の業務フローにおいて、「プラットフォーム手数料と固定費配賦の落とし穴」を曖昧なまま手作業で処理していると、担当者ごとの判断ブレや集計ミスが避けられません。本章では、入力データの構造を厳密に定義し、再現性のある検算・判定プロセスへ落とし込む手順を解説します。

標準入力カラム定義（主キー：sku_id）


	sku_id

	item_name

	channel

	selling_price

	cost_of_goods

	shipping_cost

	fee_rate_pct

	ad_cost_per_unit

	monthly_units





1.2 自動検証・計算機能（コアロジック）

本パッケージで提供するブラウザ版ワークベンチ（ec_margin_workbench.html）およびコマンドラインツール（ec_margin_cli.py）は、以下の機能を標準搭載しています。


	単位あたり純利益計算

	実質利益率判定

	損益分岐点数量算出

	SKU採算ランキング出力





1.3 実践コマンドと運用チェックポイント

手元のCSVデータに対して一括検証と正規化を実行する場合は、以下のコマンドを使用します。

/usr/bin/python3 ec_margin_cli.py samples/problem_data.csv \
  --key sku_id \
  --fix \
  --output-csv samples/verified_output.csv \
  --output-json samples/report.json

現場導入時の確認事項


	確認フェーズ	点検項目	合格基準


	1. 入力データ受領時	必須カラム（全9列）の存在と主キー sku_id の一意性	欠損列0件・重複キー0件

	2. 数値・日付正規化	全角数字・カンマ・通貨記号・前後空白の除去	型変換エラー0件

	3. 業務ロジック検算	プラットフォーム手数料と固定費配賦の落とし穴に関する閾値および計算整合性	指摘エラー0件（終了コード 0）

	4. 証跡保存	修正前後の差分確認とJSONレポートの保管	月次フォルダへの保存完了





第2章 チャネル別（KDP・BOOTH・Gumroad・自社EC）の手数料構造

本章の焦点：価格帯別の実質取り分と最適価格ライン



2.1 実務における課題の整理と設計方針

売上は伸びているのに手元に現金が残らない原因となる隠れコスト（決済手数料・送料負担・梱包資材・広告費・返品率）を可視化し、チャネル別の限界利益と損益分岐販売数を即座に算出する実用書＆計算機。

現場の業務フローにおいて、「価格帯別の実質取り分と最適価格ライン」を曖昧なまま手作業で処理していると、担当者ごとの判断ブレや集計ミスが避けられません。本章では、入力データの構造を厳密に定義し、再現性のある検算・判定プロセスへ落とし込む手順を解説します。

標準入力カラム定義（主キー：sku_id）


	sku_id

	item_name

	channel

	selling_price

	cost_of_goods

	shipping_cost

	fee_rate_pct

	ad_cost_per_unit

	monthly_units





2.2 自動検証・計算機能（コアロジック）

本パッケージで提供するブラウザ版ワークベンチ（ec_margin_workbench.html）およびコマンドラインツール（ec_margin_cli.py）は、以下の機能を標準搭載しています。


	単位あたり純利益計算

	実質利益率判定

	損益分岐点数量算出

	SKU採算ランキング出力





2.3 実践コマンドと運用チェックポイント

手元のCSVデータに対して一括検証と正規化を実行する場合は、以下のコマンドを使用します。

/usr/bin/python3 ec_margin_cli.py samples/problem_data.csv \
  --key sku_id \
  --fix \
  --output-csv samples/verified_output.csv \
  --output-json samples/report.json

現場導入時の確認事項


	確認フェーズ	点検項目	合格基準


	1. 入力データ受領時	必須カラム（全9列）の存在と主キー sku_id の一意性	欠損列0件・重複キー0件

	2. 数値・日付正規化	全角数字・カンマ・通貨記号・前後空白の除去	型変換エラー0件

	3. 業務ロジック検算	価格帯別の実質取り分と最適価格ラインに関する閾値および計算整合性	指摘エラー0件（終了コード 0）

	4. 証跡保存	修正前後の差分確認とJSONレポートの保管	月次フォルダへの保存完了





第3章 単一HTML粗利・損益分岐点シミュレータの活用法

本章の焦点：値引きキャンペーン時の必要販売数増加率を3秒で試算



3.1 実務における課題の整理と設計方針

売上は伸びているのに手元に現金が残らない原因となる隠れコスト（決済手数料・送料負担・梱包資材・広告費・返品率）を可視化し、チャネル別の限界利益と損益分岐販売数を即座に算出する実用書＆計算機。

現場の業務フローにおいて、「値引きキャンペーン時の必要販売数増加率を3秒で試算」を曖昧なまま手作業で処理していると、担当者ごとの判断ブレや集計ミスが避けられません。本章では、入力データの構造を厳密に定義し、再現性のある検算・判定プロセスへ落とし込む手順を解説します。

標準入力カラム定義（主キー：sku_id）


	sku_id

	item_name

	channel

	selling_price

	cost_of_goods

	shipping_cost

	fee_rate_pct

	ad_cost_per_unit

	monthly_units





3.2 自動検証・計算機能（コアロジック）

本パッケージで提供するブラウザ版ワークベンチ（ec_margin_workbench.html）およびコマンドラインツール（ec_margin_cli.py）は、以下の機能を標準搭載しています。


	単位あたり純利益計算

	実質利益率判定

	損益分岐点数量算出

	SKU採算ランキング出力





3.3 実践コマンドと運用チェックポイント

手元のCSVデータに対して一括検証と正規化を実行する場合は、以下のコマンドを使用します。

/usr/bin/python3 ec_margin_cli.py samples/problem_data.csv \
  --key sku_id \
  --fix \
  --output-csv samples/verified_output.csv \
  --output-json samples/report.json

現場導入時の確認事項


	確認フェーズ	点検項目	合格基準


	1. 入力データ受領時	必須カラム（全9列）の存在と主キー sku_id の一意性	欠損列0件・重複キー0件

	2. 数値・日付正規化	全角数字・カンマ・通貨記号・前後空白の除去	型変換エラー0件

	3. 業務ロジック検算	値引きキャンペーン時の必要販売数増加率を3秒で試算に関する閾値および計算整合性	指摘エラー0件（終了コード 0）

	4. 証跡保存	修正前後の差分確認とJSONレポートの保管	月次フォルダへの保存完了





第4章 Python CLIによる全SKU採算ランク自動判定

本章の焦点：赤字SKU・低収益SKUの早期抽出と価格改定リスト出力



4.1 実務における課題の整理と設計方針

売上は伸びているのに手元に現金が残らない原因となる隠れコスト（決済手数料・送料負担・梱包資材・広告費・返品率）を可視化し、チャネル別の限界利益と損益分岐販売数を即座に算出する実用書＆計算機。

現場の業務フローにおいて、「赤字SKU・低収益SKUの早期抽出と価格改定リスト出力」を曖昧なまま手作業で処理していると、担当者ごとの判断ブレや集計ミスが避けられません。本章では、入力データの構造を厳密に定義し、再現性のある検算・判定プロセスへ落とし込む手順を解説します。

標準入力カラム定義（主キー：sku_id）


	sku_id

	item_name

	channel

	selling_price

	cost_of_goods

	shipping_cost

	fee_rate_pct

	ad_cost_per_unit

	monthly_units





4.2 自動検証・計算機能（コアロジック）

本パッケージで提供するブラウザ版ワークベンチ（ec_margin_workbench.html）およびコマンドラインツール（ec_margin_cli.py）は、以下の機能を標準搭載しています。


	単位あたり純利益計算

	実質利益率判定

	損益分岐点数量算出

	SKU採算ランキング出力





4.3 実践コマンドと運用チェックポイント

手元のCSVデータに対して一括検証と正規化を実行する場合は、以下のコマンドを使用します。

/usr/bin/python3 ec_margin_cli.py samples/problem_data.csv \
  --key sku_id \
  --fix \
  --output-csv samples/verified_output.csv \
  --output-json samples/report.json

現場導入時の確認事項


	確認フェーズ	点検項目	合格基準


	1. 入力データ受領時	必須カラム（全9列）の存在と主キー sku_id の一意性	欠損列0件・重複キー0件

	2. 数値・日付正規化	全角数字・カンマ・通貨記号・前後空白の除去	型変換エラー0件

	3. 業務ロジック検算	赤字SKU・低収益SKUの早期抽出と価格改定リスト出力に関する閾値および計算整合性	指摘エラー0件（終了コード 0）

	4. 証跡保存	修正前後の差分確認とJSONレポートの保管	月次フォルダへの保存完了





第5章 セット販売・バンドル設計で客単価と利益額を伸ばす方法

本章の焦点：デジタル商品と実物商品のバンドル採算モデル



5.1 実務における課題の整理と設計方針

売上は伸びているのに手元に現金が残らない原因となる隠れコスト（決済手数料・送料負担・梱包資材・広告費・返品率）を可視化し、チャネル別の限界利益と損益分岐販売数を即座に算出する実用書＆計算機。

現場の業務フローにおいて、「デジタル商品と実物商品のバンドル採算モデル」を曖昧なまま手作業で処理していると、担当者ごとの判断ブレや集計ミスが避けられません。本章では、入力データの構造を厳密に定義し、再現性のある検算・判定プロセスへ落とし込む手順を解説します。

標準入力カラム定義（主キー：sku_id）


	sku_id

	item_name

	channel

	selling_price

	cost_of_goods

	shipping_cost

	fee_rate_pct

	ad_cost_per_unit

	monthly_units





5.2 自動検証・計算機能（コアロジック）

本パッケージで提供するブラウザ版ワークベンチ（ec_margin_workbench.html）およびコマンドラインツール（ec_margin_cli.py）は、以下の機能を標準搭載しています。


	単位あたり純利益計算

	実質利益率判定

	損益分岐点数量算出

	SKU採算ランキング出力





5.3 実践コマンドと運用チェックポイント

手元のCSVデータに対して一括検証と正規化を実行する場合は、以下のコマンドを使用します。

/usr/bin/python3 ec_margin_cli.py samples/problem_data.csv \
  --key sku_id \
  --fix \
  --output-csv samples/verified_output.csv \
  --output-json samples/report.json

現場導入時の確認事項


	確認フェーズ	点検項目	合格基準


	1. 入力データ受領時	必須カラム（全9列）の存在と主キー sku_id の一意性	欠損列0件・重複キー0件

	2. 数値・日付正規化	全角数字・カンマ・通貨記号・前後空白の除去	型変換エラー0件

	3. 業務ロジック検算	デジタル商品と実物商品のバンドル採算モデルに関する閾値および計算整合性	指摘エラー0件（終了コード 0）

	4. 証跡保存	修正前後の差分確認とJSONレポートの保管	月次フォルダへの保存完了





第6章 現場で実際に起きたトラブル事例と完全復旧ケーススタディ

売上が増えているのに利益が残らないとき、最初に疑うべきものは販売数量ではない。販売価格、費用の集計範囲、売上と返品を認識する時点がそろっているかを確認する。価格表の計算が正しくても、入力する数字の意味が部署ごとに異なれば、赤字商品を売り伸ばす判断につながる。

本章の3事例は、実務で起こり得る障害を検証用の条件と数値で再構成したものであり、特定企業の実績ではない。金額は税抜相当の管理会計値に統一し、税額計算や端数処理の差は切り離している。実際の復旧では、契約上の手数料計算対象と請求書の丸め規則を別途確認する。

6.1 復旧前にそろえるデータの意味

必須カラムは、単に埋まっていればよいわけではない。次の定義を、販売担当、経理担当、データ担当で共有する。


	カラム	本章で用いる意味	主な確認対象


	sku_id	商品を一意に識別する文字列	先頭ゼロ、旧商品コード

	item_name	商品名称	名称だけで結合していないか

	channel	販売チャネル	表記の揺れ、店舗の混同

	selling_price	値引き後、返品前の商品単価	定価の混入

	cost_of_goods	販売1個当たりの商品原価	仕入時点、原価改定

	shipping_cost	販売1個に配賦した往路送料	注文単位との混同

	fee_rate_pct	商品売上に対する手数料率	8%を8と記録しているか

	ad_cost_per_unit	広告費を販売数量で割った額	獲得件数との混同

	monthly_units	月内の返品前販売数量	返品控除後数量の混入




返品、梱包材、注文単位の固定手数料は、この9項目だけでは十分に表現できない。無理に商品原価へ押し込まず、追加列または別台帳で保持する。

基本となる1個当たり限界利益は、次の式で求める。

> 限界利益＝販売単価−商品原価−送料−販売単価×手数料率÷100−広告費

この式が扱わない費用がある場合、計算結果には「基本限界利益」と表示する。最終的な採算判断には、梱包材や返品による減益などを追加で反映する必要がある。

6.2 事例1：手数料率の単位違いで、赤字販売を好調と判断した

発生した状況と数値

モールの商品データを新しい価格計算表へ移した際、手数料率8%が0.08として取り込まれた。計算表は8を想定していたため、手数料をさらに100で割っていた。

対象商品の月間販売数は1,500個。商品原価1,600円、送料450円、広告費300円、梱包材100円で販売していた。


	項目	誤った計算	復旧後の計算


	販売単価	2,500円	2,500円

	手数料率の入力値	0.08	8

	1個当たり手数料	2円	200円

	梱包材込み限界利益	48円	−150円

	月間限界利益	72,000円	−225,000円




利益の見込みと実態には月297,000円の差があった。売上ランキングでは上位だったため、担当者は広告予算を増やそうとしていた。しかし追加販売1個ごとに150円の損失が増える状態だった。

原因分析

直接原因は百分率と小数の取り違えである。管理上の原因は、移行元と移行先で同じ「手数料率」という列名を使いながら、単位を契約として定義していなかったことにある。

また、入力値が0以上100以下であるという検査だけでは、0.08を異常と判定できない。値域検査と意味の検査は別である。チャネルごとに契約料率を登録し、取り込み値との差を確認する必要があった。

完全復旧までの手順

まず広告増額を停止し、対象商品と同じ変換処理を通った全商品を抽出した。元ファイルを保存したうえで料率を修正し、過去3か月を再計算した。過去の報告値は上書きせず、訂正版と差額表を作成した。

次に、値引き後単価を2,800円へ変更する案を試算した。手数料は224円となり、梱包材込み限界利益は126円に改善する。販売数が1,200個まで減る想定でも、月間限界利益は151,200円となる。

この商品群に割り当てる月間固定費が120,000円なら、損益分岐販売数は次のとおりである。

> 120,000÷126＝952.38… → 953個

ただし、値上げ後も広告費が1個300円に収まるとは限らない。価格変更後は販売数だけでなく、広告費総額と販売1個当たり広告費を確認した。

再発防止


	項目名に_pctを付け、8%は8とする仕様を明文化する。

	料率は有効開始日付きのチャネル別マスターと照合する。

	代表商品を請求明細と突き合わせ、1個当たり手数料を検算する。

	修正対象期間、修正理由、実行者、承認者を変更記録に残す。



復旧完了の条件は、計算表の修正だけではない。請求明細との差が説明でき、広告判断と価格判断に使う資料が訂正版へ切り替わったことまで確認する。

6.3 事例2：注文単位の送料を商品行へ重複計上した

発生した状況と数値

直販サイトでは、同じ商品を2個ずつ購入した注文が月600件あった。実際の出荷は600箱で、1箱の送料は600円、梱包材は120円だった。

ところが集計処理は、注文データと商品明細を結合した後、各商品に送料600円と梱包材120円を計上していた。その結果、販売1,200個に対して1,200箱分の費用を記録した。


	項目	誤集計	正しい配賦


	販売数量	1,200個	1,200個

	出荷箱数	1,200箱相当	600箱

	月間送料	720,000円	360,000円

	月間梱包材費	144,000円	72,000円

	1個当たり送料	600円	300円

	1個当たり梱包材費	120円	60円




販売単価2,000円、原価900円、手数料率5%、広告費200円の場合、誤った限界利益は80円、正しい限界利益は440円となる。月間限界利益は96,000円から528,000円へ訂正された。

原因分析

原因は、注文と商品でデータの粒度が異なることだった。注文に1つ存在する金額を商品明細へ結合すると、商品行の数だけ金額が複製される。

ここで単純に注文番号の重複を削除すると、複数商品を含む注文の一部が消えてしまう。修正すべきなのは行数ではなく、費用をどの単位で保持し、どう商品へ配るかという設計である。

完全復旧までの手順

送料は出荷番号単位の台帳へ戻し、商品明細とは配賦表を介して結合した。この事例では同じ商品を2個ずつ送っていたため、数量で均等に配賦した。

重量差の大きい商品を同梱する場合は、重量や容積を配賦基準にする。ただし、商品によって都合のよい方法を毎月選び直してはならない。適用条件と変更日を決め、変更前後を比較できるようにする。

配賦後は次の関係を注文・出荷単位で検査した。

> 商品へ配賦した送料の合計＝出荷台帳の送料

1円未満の端数が出る場合は、最大の配賦先へ差額を加えるなど、固定した方法で処理する。同じ入力から同じ結果になることが重要である。

訂正により、赤字と判断して停止していた販促を再検討できた。ただし、過去の2個同梱率が将来も続くとは限らない。1個注文では限界利益が80円まで下がるため、注文構成別の試算も残した。

再発防止

配賦前後の総額一致を必須検査とし、結合前後の行数、注文数、出荷数を記録する。さらに「1注文1商品」「1注文複数商品」「分割出荷」の3パターンを検証用データとして保存する。

復旧完了は、請求送料との総額一致に加え、分割出荷でも費用の欠落や重複が発生しないことを確認して判定する。

6.4 事例3：返品月だけが赤字になり、販売月の採算を見誤った

発生した状況と数値

返品を受け付ける商品で、販売月の売上だけを価格判断に使っていた。翌月の返金は経理集計に反映されていたものの、販売した商品の収益分析へ戻されていなかった。

販売単価5,000円、原価2,000円、往路送料500円、手数料率4%、広告費700円、梱包材100円の場合、返品前限界利益は1個1,500円となる。月1,000個の販売では1,500,000円に見える。

その販売分から100個が返品された。全額返金し、手数料は返還されず、返品送料600円と検品費200円を負担した。返品の80%は、追加費用なく再販可能な在庫として原価2,000円で戻せるものとする。


	返品1件による追加の影響	金額


	商品代金の返金	−5,000円

	返品送料	−600円

	検品費	−200円

	平均在庫回復額：2,000円×80%	＋1,600円

	返品1件当たりの追加減益	−4,200円




月間限界利益は420,000円減少し、1,080,000円となる。販売1個当たりでは1,080円である。往路送料、広告費、返還されない手数料は返品前の計算ですでに控除しているため、追加減益で再び引かない。

原因分析

返品率の分母を、その月の販売数にしていた点も問題だった。今月の返品には先月以前の販売分が含まれる。販売が急増した月は見かけの返品率が下がり、販売が減った月は上がってしまう。

返品率は販売月別の集団にひも付け、返品受付期間が経過した集団と、まだ返品が発生し得る集団を区別して見る必要がある。

完全復旧までの手順

注文番号と商品明細番号で返品を元の販売へ結び直し、販売月別の収支表を作成した。未確定の販売月には、条件が近い過去の販売分から推定した返品率を用い、確定値と混在させずに表示した。

月間固定費900,000円なら、返品前の損益分岐販売数600個に対し、返品を織り込んだ販売数は834個となる。返品率15%なら限界利益は870円、分岐点は1,035個まで上がる。

在庫回復1,600円は現金入金ではない。このため収益分析とは別に、返金日、返品送料の支払日、再販後の入金日を資金繰り表へ反映した。

再発防止と復旧の判定

返品台帳には、元販売明細、数量、返金額、受付日、在庫回復額、再販可否を記録する。部分返品や交換も区別し、同じ販売数量を超える返品登録を検知する。

復旧は、返品件数、返金総額、在庫受入数量の3つが各台帳と一致し、未突合の返品に担当者と解消期限が設定された時点で判定する。価格計算の訂正、過去報告の訂正、現場の判断基準の更新までを一連の作業として完了させる。


第7章 月次・日次運用の自動化スクリプト応用レシピと監査チェックリスト

収支計算を日常運用へ組み込む際は、計算速度よりも「異常な入力を止める」「同じ入力から同じ結果を得る」「訂正の経緯を残す」の3点を優先する。誤ったデータを毎朝高速に配信する仕組みは、手作業よりも広い範囲へ判断ミスを伝えてしまう。

本章ではPython標準ライブラリだけを使う。対象は、1か月分のSKU・チャネル別CSVである。必須9カラムから基本限界利益を計算し、梱包材、返品、注文単位の固定手数料などは別工程で追加する。出力を最終利益と取り違えないよう、列名にもbasicを付ける。

7.1 ファイルを受け取る前に契約を決める

入力ファイルはUTF-8で保存し、先頭の文字識別符号も許容する。金額は円単位で小数入力を認め、通貨記号と桁区切りは付けない。数量は0以上の整数、手数料率8%は8と記録する。

本レシピの1行は「対象月×SKU×チャネル」である。同じ商品を同じチャネルで複数価格で販売した場合は、値引き後売上を数量で割った平均単価を使う。原価、送料、広告費も同じ数量に対応する平均値とする。

ただし、平均単価と平均料率を別々に掛けても、実際の手数料に一致するとは限らない。月内で契約料率が変わる場合や、注文単位の固定額がある場合は、明細から実額を集計する追加工程が必要である。


	検査対象	停止する条件	別途確認する条件


	ヘッダー	必須列の欠落、重複列名	追加列の意味

	識別子	空欄、同一キーの重複	新規チャネル

	金額	数値以外、非有限値、負値	前月からの急変

	数量	負数、小数、空欄	0件、急増・急減

	手数料率	0未満、100超	契約マスターとの差




費用の戻入などで負値が必要な場合は、通常売上ファイルへ混在させず、調整台帳へ記録する。値域が正しくても意味が誤っている可能性は残るため、契約照合や総額照合は省略できない。

7.2 応用レシピ：検証してから結果を公開する

次のコードをprofit_batch.pyとして保存する。入力と出力は別ファイルとし、入力異常があれば既存の出力を更新しない。金額には二進浮動小数点数を使わず、Decimalを使う。

import csv
import hashlib
import io
import os
import sys
import tempfile
from decimal import Decimal, InvalidOperation, ROUND_HALF_UP
from pathlib import Path

FIELDS = (
    "sku_id", "item_name", "channel", "selling_price",
    "cost_of_goods", "shipping_cost", "fee_rate_pct",
    "ad_cost_per_unit", "monthly_units",
)
MONEY = (
    "selling_price", "cost_of_goods", "shipping_cost",
    "ad_cost_per_unit",
)
EXTRA = (
    "source_sha256", "unit_basic_margin",
    "month_basic_margin", "margin_status",
)

def number(value, label):
    try:
        result = Decimal(value)
    except InvalidOperation:
        raise ValueError(f"{label}: 数値ではありません")
    if not result.is_finite() or result < 0:
        raise ValueError(f"{label}: 有限の非負値が必要です")
    return result

def display(value):
    return str(value.quantize(
        Decimal("0.01"), rounding=ROUND_HALF_UP
    ))

def calculate(raw):
    digest = hashlib.sha256(raw).hexdigest()
    source = io.StringIO(raw.decode("utf-8-sig"), newline="")
    reader = csv.DictReader(source, strict=True)
    names = reader.fieldnames or []

    if len(names) != len(set(names)):
        raise ValueError("列名が重複しています")
    missing = set(FIELDS) - set(names)
    if missing:
        raise ValueError(f"必須列がありません: {sorted(missing)}")

    seen = set()
    output = []
    for row in reader:
        line = reader.line_num
        if None in row or any(v is None for v in row.values()):
            raise ValueError(f"{line}行: 列数が一致しません")
        values = {key: row[key].strip() for key in FIELDS}
        if any(not value for value in values.values()):
            raise ValueError(f"{line}行: 空欄があります")

        key = (values["sku_id"], values["channel"])
        if key in seen:
            raise ValueError(f"{line}行: キーが重複しています")
        seen.add(key)

        amounts = {
            key: number(values[key], f"{line}行 {key}")
            for key in MONEY
        }
        rate = number(values["fee_rate_pct"], f"{line}行 料率")
        if rate > 100:
            raise ValueError(f"{line}行: 料率が100を超えています")

        units_text = values["monthly_units"]
        if not units_text.isascii() or not units_text.isdigit():
            raise ValueError(f"{line}行: 数量は整数が必要です")
        units = int(units_text)

        price = amounts["selling_price"]
        margin = (
            price - amounts["cost_of_goods"]
            - amounts["shipping_cost"]
            - price * rate / Decimal("100")
            - amounts["ad_cost_per_unit"]
        )
        output.append({
            **values,
            "source_sha256": digest,
            "unit_basic_margin": display(margin),
            "month_basic_margin": display(margin * units),
            "margin_status": "要確認" if margin <= 0 else "正",
        })

    if not output:
        raise ValueError("明細がありません")
    return output

def publish(path, rows):
    temp_name = None
    try:
        with tempfile.NamedTemporaryFile(
            mode="w", encoding="utf-8", newline="",
            dir=path.parent, prefix=".profit-", delete=False,
        ) as stream:
            temp_name = stream.name
            writer = csv.DictWriter(
                stream, fieldnames=FIELDS + EXTRA
            )
            writer.writeheader()
            writer.writerows(rows)
            stream.flush()
            os.fsync(stream.fileno())
        os.replace(temp_name, path)
    finally:
        if temp_name and os.path.exists(temp_name):
            os.unlink(temp_name)

def run():
    if len(sys.argv) != 3:
        raise ValueError("入力CSVと出力CSVを指定してください")
    source = Path(sys.argv[1]).resolve()
    target = Path(sys.argv[2]).resolve()
    if source == target:
        raise ValueError("入力と出力は別ファイルにしてください")
    raw = source.read_bytes()
    rows = calculate(raw)
    publish(target, rows)
    print(f"完了: {len(rows)}行")

if __name__ == "__main__":
    try:
        run()
    except (ValueError, OSError, UnicodeError,
            csv.Error, InvalidOperation) as exc:
        print(f"処理停止: {exc}", file=sys.stderr)
        sys.exit(1)

このコードは入力を一度だけ読み、その内容から計算とハッシュ値の作成を行う。読み直しの間に元ファイルが更新され、結果と記録が食い違うことを避けるためである。

結果は出力先と同じディレクトリに一時保存し、書き込み完了後に置換する。これにより、読み手が途中まで書かれたCSVを参照する可能性を減らせる。ただし、同時実行の排他制御や、停電時の完全な永続性まで保証するものではない。

月間利益は丸め前の単価から計算する。表示した単価に数量を掛けると、表示上の端数差が生じる場合がある。実請求との照合には、契約どおりに明細単位または注文単位で丸めた手数料を使う。

7.3 応用レシピ：損益分岐点を「到達不能」と区別する

限界利益が0以下のとき、損益分岐販売数を0個と表示してはいけない。販売を増やしても正の固定費を回収できないため、数量では解決できない状態として扱う。

from decimal import Decimal, ROUND_CEILING

def break_even(fixed_cost, unit_margin):
    fixed = Decimal(str(fixed_cost))
    margin = Decimal(str(unit_margin))
    if not fixed.is_finite() or not margin.is_finite():
        raise ValueError("有限の値が必要です")
    if fixed < 0:
        raise ValueError("固定費は非負値が必要です")
    if margin <= 0:
        return None
    return int((fixed / margin).to_integral_value(
        rounding=ROUND_CEILING
    ))

例えば固定費120,000円、限界利益126円なら953個となる。Noneは「数量による回収判定不可」と表示し、価格、原価、物流条件の見直し対象にする。

複数商品をまとめて計算する場合は、販売構成比で加重した限界利益を使う。その分岐点は構成比が維持されるという仮定付きである。固定費を商品へ配賦した場合は、全社集計で同じ固定費を再び控除しない。

7.4 日次・月次バッチの連携レシピ

日次処理は、受領、検証、計算、照合、公開の順に分ける。受領ファイルをそのまま公開場所に置かず、連携元から転送完了の通知または完了印を受けてから読み込む。更新時刻が古いという理由だけで、転送完了と判断しない。

処理対象は「対象月・基準日時・入力ハッシュ値・計算仕様の版」で識別する。同じ条件の再実行では結果を加算せず、同じ処理として扱う。訂正データは新しいハッシュ値と改訂番号で保存する。

連携プログラムからの呼び出しには、次の形を使える。

import subprocess
import sys

def execute(script, source, target):
    result = subprocess.run(
        [sys.executable, str(script), str(source), str(target)],
        capture_output=True, text=True, timeout=300,
    )
    if result.returncode != 0:
        raise RuntimeError(result.stderr.strip())
    return result.stdout.strip()

パスは設定済みのものを渡し、計算結果は実行ごとの保存先へ出力する。正常終了だけで公開せず、売上、数量、送料、広告費の総額照合を通過した後に最新版への参照を切り替える。

日次入力が月初からの累計なら、前日結果へ足し込まない。累計スナップショットとして置き換える。月次では締め対象日と返品の基準日を固定し、確定版を保存する。締め後の訂正は旧版を残し、差額と訂正理由を記録する。

同じ出力先への並行実行は、実行管理側で禁止する。停止時に前回結果が残る設計では、利用者がそれを当日分と誤認し得るため、画面や帳票には対象期間、最終成功日時、最新処理の成否を表示する。

7.5 実務監査チェックリスト

監査では「処理が動いた証拠」と「数字が正しい証拠」を分けて確認する。

日次確認


	[ ] 必須9カラムが存在し、キー重複と空欄がない。

	[ ] 入力元の売上・販売数量と集計結果が一致する。

	[ ] 手数料率が有効日付きの契約マスターと一致する。

	[ ] 送料と梱包材の配賦前後で総額が一致する。

	[ ] 広告費の分母が購入件数か販売数量か明確である。

	[ ] 限界利益が0以下の行を担当者が確認している。

	[ ] 最終成功日時と当日の処理状態が利用者に見える。



月次確認


	[ ] 返品が元の販売明細へ結び付いている。

	[ ] 返金額、在庫回復額、返還手数料を二重計上していない。

	[ ] 売上と入金の差を未収、返金、手数料などで説明できる。

	[ ] 固定費の配賦総額が元帳と一致する。

	[ ] 基本限界利益に含まれない費用を追加反映している。

	[ ] 税込・税抜、通貨、締め時刻が統一されている。

	[ ] 未確定の返品見積もりと確定値を区別している。



訂正・復旧確認


	[ ] 入力原本、ハッシュ値、計算仕様の版を保存している。

	[ ] 異常入力で既存の公開結果が更新されない。

	[ ] 同じ入力の再実行で二重加算されない。

	[ ] 訂正前後の差額と影響範囲を説明できる。

	[ ] 失敗時の担当者、連絡先、復旧期限が決まっている。



導入時には、正常データに加え、重複行、空欄、非有限値、数量の小数、出力先への書き込み失敗を試す。計算式の正しさと同じ重さで、異常時に公開を止められることを確認する。日々の運用では、未解決の差額を持ち越す場合も、金額、理由、担当者、期限を記録し、説明できない数字を価格判断の根拠にしない。


巻末付録 価格改定シミュレーションシート＆主要手数料早見表

本章の焦点：出品前5分チェックリスト



6.1 実務における課題の整理と設計方針

売上は伸びているのに手元に現金が残らない原因となる隠れコスト（決済手数料・送料負担・梱包資材・広告費・返品率）を可視化し、チャネル別の限界利益と損益分岐販売数を即座に算出する実用書＆計算機。

現場の業務フローにおいて、「出品前5分チェックリスト」を曖昧なまま手作業で処理していると、担当者ごとの判断ブレや集計ミスが避けられません。本章では、入力データの構造を厳密に定義し、再現性のある検算・判定プロセスへ落とし込む手順を解説します。

標準入力カラム定義（主キー：sku_id）


	sku_id

	item_name

	channel

	selling_price

	cost_of_goods

	shipping_cost

	fee_rate_pct

	ad_cost_per_unit

	monthly_units





6.2 自動検証・計算機能（コアロジック）

本パッケージで提供するブラウザ版ワークベンチ（ec_margin_workbench.html）およびコマンドラインツール（ec_margin_cli.py）は、以下の機能を標準搭載しています。


	単位あたり純利益計算

	実質利益率判定

	損益分岐点数量算出

	SKU採算ランキング出力





6.3 実践コマンドと運用チェックポイント

手元のCSVデータに対して一括検証と正規化を実行する場合は、以下のコマンドを使用します。

/usr/bin/python3 ec_margin_cli.py samples/problem_data.csv \
  --key sku_id \
  --fix \
  --output-csv samples/verified_output.csv \
  --output-json samples/report.json

現場導入時の確認事項


	確認フェーズ	点検項目	合格基準


	1. 入力データ受領時	必須カラム（全9列）の存在と主キー sku_id の一意性	欠損列0件・重複キー0件

	2. 数値・日付正規化	全角数字・カンマ・通貨記号・前後空白の除去	型変換エラー0件

	3. 業務ロジック検算	出品前5分チェックリストに関する閾値および計算整合性	指摘エラー0件（終了コード 0）

	4. 証跡保存	修正前後の差分確認とJSONレポートの保管	月次フォルダへの保存完了
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